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平
成
１９
年
度
の
当
初
予
算
は
、一
般
会
計
で
4
5
2
億
8
0
0
0
万
円（
前
年
度
比
5
億
8
0
0
0
万
円
減
）、特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
7
6
1
億
4
2
7
8
万
8
千
円（
前

年
度
比
2
2
6
7
万
4
千
円
減
）と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
税
源
移
譲
の
本
格
実
施
に
よ
り
、市
税
の
一
定
の
増
収
は
期
待
で
き
る
も
の
の
、佐
渡
市
の
歳
入
の
多
く
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、ま
た
歳
出
面
で
は
義
務
的
経
費（
人
件
費
を
除
く
）が
増
加
し
て
お
り
、引
き
続
き
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
美
し
く
、環
境
に
や
さ
し
い

島
づ
く
り
」
に
向
け
、9
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

その他には、使用料及び手数料（9億1424万
8000円）、地方消費税交付金（6億8000万円）、
地方譲与税（6億2507万5千円）、繰越金（5
億円）、分担金及び負担金（4億5557万6千円）
などがあります。 

市　 民　 税 26億3237万4千円 
固定資産税 27億8335万1千円 
軽自動車税 1億9329万円 
市たばこ税 3億7033万円 
入   湯   税 9000万円 

平成１９年度　当初予算の概要 
 一般会計 452億8000万円 
 

市税の内訳 

歳入の概要 

地方交付税  
 201億円　  
 44.4%

諸収入, 12億4028万6千円 2.8%
その他  

 37億6606万7千円  
 8.2%

　　　　　　　　　　 

◆一般会計歳入　行政を運営する上で基本となるものの収入や支出を処理するための会計 

◆特別会計 
市が特定の事業を行う場合、その事業の歳
入をその事業の歳出の財源とし、一般会計
とは別に行う会計 

（単位：千円） 

区　　分 
 

19年度予算 
 7,301,500 

9,073,400 
5,704,000 
2,361,900 
5,915,300 
14,089 
9,800 

465,000 
697 
7,741 
7,482 
65 

1,814 
 

国民健康保険 
老人保健 
介護保険 
簡易水道 
下水道 
土地取得 
宅地造成 
歌代の里 

五十里財産区 
二宮財産区 
新畑野財産区 
松ヶ崎財産区 
真野財産区 

 

6,392,500 
9,342,100 
5,505,700 
2,111,800 
6,175,300 
310,700 
9,800 

447,000 
720 
1,810 
6,617 
75 

1,340 
 

18年度予算 
 

◆歳入予算のうち、市税を市民一人あたりに換算すると（※） 
　負担額は8万9913円になります。 

※（平成19年2月28日現在の人口67,502人で計算しています） 

（単位：千円） 

水
道
事
業 

病
院
事
業  

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

 

区　　分 19年度予算 18年度予算 

1,126,598 

1,089,896 

1,086,952 

1,695,963 

2,752,228 

3,203,137 

247,749 

248,749 

 

1,133,374 

1,110,485 

1,223,451 

1,975,634 

3,012,518 

3,278,654 

229,940 

232,636 

 

（ （ 独立採算を原則とす
る地方公営企業法の
適用を受ける会計 （ （ 
◆企業会計 

（単位：千円） 

収
益
的 

 

資
本
的 

  

収
益
的 

 

資
本
的 

 

みなさんに納めていただく
市税は前年度に比べ約５
億８００万円増となってい
ますが（以下増減比較は
対前年度）、これは三位
一体の改革の一つである
税源移譲の本格的実施
によるものです。一方、佐
渡市の歳入の多くを占め
る地方交付税が２億円減
となるなど、財源の確保が
依然厳しい状況にあります。
その他、主なものでは市
債が８５５０万円減、国・県
支出金が約３億２０００万
円増となっています。 
◎税源移譲とは、住民に
とって真に必要なサービ
スを自らの責任でより効
果的に行えるように、国
税（所得税）を減らし、地
方税（市・県民税）を増や
すことで国から地方へ税
源を移すことをいいます。
　　　　　 

商工費 
19億3,146万4千円　4.3%

議会費 
3億6,971万6千円　0.8%

市債  
 62億20万円  
 13.7%

繰入金  
 20億4,807万2千円  

 4.5%

市債  
 62億20万円  
 13.7%

繰入金  
 20億4807万2千円  

 4.5%

市税  
 60億6934万5千円  

 13.4%

県支出金  
35億4884万3千円 
7.9%

国庫支出金  
 23億718万7千円  

 5.1%

市税  
 60億6934万5千円  

 13.4%

県支出金  
35億4884万3千円 
7.9%

国庫支出金  
 23億718万7千円  

 5.1%

市民税 
3万8997円 

 

固定資産税 
4万1234円 

 

軽自動車税 
2863円 

 

市たばこ税 
5486円 

 

入湯税 
1333円 

 

市民税 
3万8997円 

 

固定資産税 
4万1234円 

 

軽自動車税 
2863円 

 

市たばこ税 
5486円 

 

入湯税 
1333円 

 

民生費 
83億8257万2千円 

 18.5%

　　公債費 
77億5140万1千円 

17.1%

総務費 
 63億8492万円 
14.1%

衛生費 
44億6487万7千円 

9.9%

土木費  
43億6237万円  

 9.6%

教育費 
 43億1684万2千円 

 9.5%

農林水産業費 
42億4181万2千円 

 9.4%

消防費 
30億759万9千円 

 6.7%

6万6144円 6万2840円 

2万8613円 6万4626円 4万4556円 6万3951円 11万4832円 

9万4589円 12万4183円 

〈歳入〉 

 



7

〈歳出〉 

◆市債の状況 （単位：千円） 

市の財政状況をお知らせします  
 ◆市役所　財政課　 q６３－３１１４ 

市町村の経費は行政目的によって分ける「目的別」と経済的基準で分ける「性質別」という分類方法があります　　　　　　　　

区　　　　　分 

特

別

会

計

 

一 般 会 計  618億5704万9千円  

58億782万円  

227億886万5千円  

3642万6千円  

1037万円  

593億3426万7千円  

61億2712万7千円  

235億2165万7千円  

3017万5千円  

227万5千円  

588億7506万5千円  

64億111万1千円  

244億6692万円  

2392万4千円  

0 

17年度末現在高 
 

18年度末現在高見込 
 

19年度末現在高見込 
 

（市債とは大きな事業を実施する際に借り入れたお金をいいます） 

その他には、予備費（4０００万円）や災害
復旧費（1905万5千円）、労働費（737万1
千円）等があります。 

主なもので民生費が前年度に比べ約３億１０００万円
減となっているほか、公債費が約４１００万円増、総務
費が約２９００万円減、衛生費が１億１０００万円増とな
っています。また、歳出のもうひとつの分類方法であ
る「性質別」でみると、主なものでは投資的経費（道
路や公園などの行政施設の整備等、水準向上のた
めの経費）が約９９億８０００万円で前年度に比べ約１
億３２００万円減となり、人件費（議員や委員等の特
別職の報酬や職員の給与など）が約９２億６０００万
円で約２億８８００万円減、物件費（消耗品など、消費
的経費のうち支出効果の短いもの）が約６４億８４００
万円で約３６００万円減、扶助費（高齢者や体の不自
由な方等への援助費など福祉のための経費）が２４
億３５００万円で約４００万円増となっています。 

◆市民一人あたりにこれくらいのお金が使われます。（※） 
議 会 費  

議会の 
運営など 
に使われ 
るお金 

総 務 費  
行政の運営や市税の賦課・徴収、
広報発行などに使われるお金 

民 生 費  
高齢者福祉や子
育て支援の充実
に使われる 
お金 

衛 生 費  
ごみ処理や 
検診等の 
保健事業 
に使われる 
お金 

農 林 水 産 業 費  
農林水産業の振興に使
われるお金 

商 工 費  
商工業や観光の振興な
どに使われるお金 

土 木 費  
道路や公園の整備など
に使われるお金 

消 防 費  
防災や救急活動等に使
われるお金 

教 育 費  
学校教育の充実や生涯学習
の推進等に使われるお金 

公 債 費  
市の借金返済のために
使われるお金 

目的別歳出 

歳　　出　　の　　概　　要　 

簡 易 水 道  

下 水 道  

土 地 取 得  

宅 地 造 成  

 

5477円 

商工費 
19億3,146万4千円　4.3%

議会費 
3億6,971万6千円　0.8%

商工費 
19億3146万4千円　4.3% その他  

6642万7千円 
0.1%

議会費 
3億6971万6千円　0.8%

市債  
 62億20万円  
 13.7%

繰入金  
 20億4,807万2千円  

 4.5%

市税  
 60億6934万5千円  

 13.4%

県支出金  
35億4884万3千円 
7.9%

国庫支出金  
 23億718万7千円  

 5.1%

市民税 
3万8997円 

 

固定資産税 
4万1234円 

 

軽自動車税 
2863円 

 

市たばこ税 
5486円 

 

入湯税 
1333円 

 

民生費 
83億8257万2千円 

 18.5%

　　公債費 
77億5140万1千円 

17.1%

総務費 
 63億8492万円 
14.1%

衛生費 
44億6487万7千円 

9.9%

土木費  
43億6237万円  

 9.6%

教育費 
 43億1684万2千円 

 9.5%

農林水産業費 
42億4181万2千円 

 9.4%

消防費 
30億759万9千円 

 6.7%

民生費 
83億8257万2千円 

 18.5%

　　公債費 
77億5140万1千円 

17.1%

総務費 
 63億8492万円 
14.1%

衛生費 
44億6487万7千円 

9.9%

土木費  
43億6237万円  

 9.6%

教育費 
 43億1684万2千円 

 9.5%

農林水産業費 
42億4181万2千円 

 9.4%

消防費 
30億759万9千円 

 6.7%

6万6144円 6万2840円 

2万8613円 6万4626円 4万4556円 6万3951円 11万4832円 

9万4589円 12万4183円 6万6144円 6万2840円 

2万8613円 6万4626円 4万4556円 6万3951円 11万4832円 

9万4589円 12万4183円 
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田
中
　
登
志
洋
 

 

石
川
　
亜
弥
佳
 

 

臼
杵
　
　
雅
 

 

出
崎
　
誠
了
 

  

退
　
　
　
　
職
 

　
会
計
課
 

D
野
　
イ
ツ
子
 

【
総
務
部
】
　
 

 
副
部
長
 

菊
池
　
　
基
 

 
防
災
管
財
課
長
 

榎
　
　
惠
博
 

【
企
画
財
政
部
】
 

 
部
長
 

中
川
　
義
弘
 

【
市
民
環
境
部
】
 

 
市
民
課
長
 

清
水
　
俊
英
 

 
市
民
課
　
市
民
相
談
室
長
 

 

鈴
木
　
洋
子
 

 
税
務
課
長
補
佐
 

原
田
　
恵
子
 

　
廃
棄
物
対
策
課
　
 

　
国
仲
清
掃
セ
ン
タ
ー
 後
藤
　
潤
 

【
福
祉
保
健
部
】
　
　
 

　
社
会
福
祉
課
長
補
佐
 

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
 

 

市
川
　
幸
夫
 

行政評価活用のために 
学ぶ2日間 

 

※
　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
１９
年
度
か
ら
副
市
長
制
に
な
り
ま
し
た
。 
平
成
１９
年
度

　 

佐
渡
市
　

佐
渡
市
　
新

た

な

体

新

た

な

体
制

 

佐
渡
市
　
新

た

な

体
制
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社
会
福
祉
課
　
 

 
子
育
て
支
援
室
 

川
上
　
千
惠
 

 
子
育
て
支
援
室
 

中
川
　
い
ね
 

河
崎
保
育
園
長
 

天
池
　
ミ
チ
エ
 

椎
崎
保
育
園
 

堀
内
　
春
奈
 

梅
津
保
育
園
長
 

藤
木
　
久
子
 

河
原
田
保
育
園
長
 

飯
田
　
啓
子
 

河
原
田
保
育
園
 

江
口
　
チ
エ
子

双
葉
保
育
園
長
 

中
川
　
ヒ
ロ
ミ
 

金
井
保
育
園
長
 

鈴
木
　
モ
ト
エ
 

金
井
保
育
園
 

田
部
　
孝
子
 

畑
野
保
育
園
副
園
長
 中
川
　
芳
子
 

小
木
保
育
園
 

南
　
　
良
子
 

羽
茂
保
育
園
 

濱
岡
　
恵
子
 

羽
茂
保
育
園
 

原
田
　
タ
ミ
エ
 

川
茂
保
育
園
副
園
長
 金
子
 
よ
し
子
 

高
齢
福
祉
課
 

本
間
　
英
子
 

待
鶴
荘
施
設
長
 

松
井
　
守
男
 

待
鶴
荘
 

石
川
　
和
枝
 

待
鶴
荘
 

星
野
　
美
千
子
 

と
き
わ
荘
施
設
長
 
斎
藤
　
寛
 

歌
代
の
里
 

大
間
　
み
つ
る
 

 

保
健
医
療
課
 

両
津
病
院
管
理
部
 
祝
　
真
弓
 

す
こ
や
か
両
津
施
設
課
　
 

 

市
橋
　
英
樹
 

相
川
病
院
事
務
部
長
 

 

三
浦
　
道
夫
 

相
川
病
院
看
護
部
 
石
塚
　
絹
子
 

【
教
育
委
員
会
】
 

教
育
次
長
 

鹿
野
　
一
雄
 

学
校
教
育
課
 

菊
池
　
美
智
子
 

　
両
津
小
学
校
 

小
林
　
厚
子
 

生
涯
学
習
課
長
 

坂
本
　
孝
明
 

相
川
事
務
所
 

　
相
川
小
学
校
 

関
口
　
長
子
 

　
七
浦
小
学
校
 

大
地
　
千
世
子
 

佐
和
田
事
務
所
 

　
事
務
局
長
補
佐
 
渡
部
　
雅
子
 

新
穂
事
務
所
 

　
事
務
局
長
補
佐
 
久
文
　
久
代
 

小
木
事
務
所
　
 

　
事
務
局
長
 

矢
渡
　
健
一
 

羽
茂
事
務
所
 

　
事
務
局
長
 

佐
々
木
　
道
儀
 

　
羽
茂
小
学
校
 

丹
後
　
明
子
 

　
羽
茂
小
学
校
 

中
川
　
敏
 

　
羽
茂
中
学
校
 

佐
々
木
　
道
枝
 

【
支
　
所
】
 

両
津
支
所
 

　
福
祉
保
健
課
長
 

本
間
　
嘉
恵
 

　
産
業
振
興
課
 

粕
谷
　
邦
夫
 

　
建
設
課
 

甲
斐
　
由
太
郎
 

　
建
設
課
 

野
口
　
輝
夫
 

相
川
支
所
 

　
支
所
長
 

市
川
　
求
 

　
庶
務
課
 

菊
地
　
哲
郎
 

　
市
民
課
高
千
出
張
所
 
東
后
　
行
夫
 

　
福
祉
保
健
課
長
 

和
田
　
幸
雄
 

　
水
道
課
長
 

本
間
　
道
雄
 

　
水
道
課
長
補
佐
 

田
中
　
元
就
 

佐
和
田
支
所
 

　
支
所
長
 

清
水
　
紀
治
 

　
市
民
課
長
 

岩

　
勝
 

新
穂
支
所
 

　
庶
務
課
長
 

後
藤
　
正
夫
 

　
庶
務
課
長
補
佐
 

川
上
　
久
江
 

 

畑
野
支
所
 

　
支
所
長
 

安
田
　
勝
治
 

　
市
民
課
 

市
橋
　
久
栄
 

真
野
支
所
 

　
産
業
振
興
課
長
 

D
野
　
哲
男
 

小
木
支
所
 

　
産
業
振
興
課
長
 

須
田
　
和
夫
 

羽
茂
支
所
 

　
庶
務
課
長
 

下
澤
　
潔
 

　
市
民
課
 

中
川
　
幸
枝
 

赤
泊
支
所
 

　
支
所
長
 

坂
井
　
邦
夫
 

　
市
民
課
長
補
佐
 

中
川
　
寿
枝
 

【
消
　
防
】
 

消
防
本
部
 

　
警
防
課
長
 

藤
井
　
保
幸
 

　
予
防
課
長
 

本
間
　
雅
文
 

　
予
防
課
長
補
佐
 

本
間
　
英
世
 

　
通
信
指
令
室
長
 

安
達
　
一
夫
 

両
津
消
防
署
 

澁
屋
　
秀
之
 

　行政評価の考え方を分かりやすく解

説し、新たな行政マネジメントの考え方、

成果志向やコスト志向の醸成を図ること

を目的に開催します。 

【１日目】行政評価運用研修 

●演　題　 
「地方自治体の行政経営と行政評価」 

●テーマ　　 
　～ ニュー・パブリック・マネジメント 
　　　　　　　　　の視点から ～ 

●講　師　　 
関西学院大学専門職大学院 
経営戦略研究科　 
教授　石原　俊彦さん 

●日　時　　５月１０日（木）　 
　午後１時３０分～３時３０分 
 
【２日目】行政評価先進自治体例研修 

●演　題　 
「豊橋市における行政評価と行政経営」 

●テーマ　 
～ 自治体行政経営と行政評価 ～ 

●講　師　 
　愛知県豊橋市役所財務部　 
　次長　金田　英樹さん 

●日　時　　５月１１日（金）　 
　午後３時～５時 
 

行政評価 
研 修 

◆お問い合わせ　 

　市役所　行政改革課（行政評価係） 

　q６３―５１３６ 

 

《会　場》　 

　金井コミュニティセンターホール 

《入場料》　無　料 

 

開  催 
 

行政評価活用のために 
学ぶ2日間 

 

行政評価活用のために 
学ぶ2日間 

 

佐
渡
市
　
新

た

な

体
制

 

※研修は両日とも一般公開しますので、 
　お気軽にお越しください。 

C


